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研究報告書 

 

2020年度「プロテインXの細胞外核酸受容体としての妥当性評価」 

炎症を惹起することが知られている、CpG核酸（1本鎖DNA）、poly(I:C)（2本鎖RNA）などの核酸が、

組換えプロテインXへ結合することを確認した。また、これら核酸の、マクロファージや樹状細胞に対する細

胞表面への結合性やサイトカイン誘導能が、プロテインXの阻害剤および組換えプロテインXの添加により

阻害されことを明らかとした。さらに、プロテインXの強制発現系やノックダウン系を用い、細胞表面上のプ

ロテインXが、これら細胞外核酸の細胞表面受容体であることを評価中である。 

 


